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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和６年４月１０日（水）  

 

２ 確認箇所 

測定・確認用設備（Ｋ４タンクエリア）、移送設備（多核種移送設備建

屋、処理水移送配管）、希釈・放水設備（５・６号機敷地護岸ヤード） 

 

３ 確認項目 

ＡＬＰＳ処理水希釈放出設備の現況 

 

４ 確認結果の概要 

令和６年度第１回目（通算５回目）のＡＬＰＳ処理水の放出が予定されて

いることから、ＡＬＰＳ処理水希釈放出設備の現況を確認した。（図１） 

なお、今年度のＡＬＰＳ処理水放出は、年間放出回数７回、年間放出水量

54,600㎥、年間トリチウム放出量約 14兆ベクレルを計画している。 

 ・測定・確認用設備は、タンク 10基（合計容量約 10,000㎥）×３群で構成

され、それぞれ「受入」、「測定・確認」、「放出」の３工程をローテー

ションしながら運用している（写真１）。各タンク群の状態は、以下のと

おり。 

  Ａ群：第２回目（通算６回目）放出のＡＬＰＳ処理水を貯留中。測定のた

めのサンプリングを３月２５日に実施済み（３月２５日確認）。Ａ

ＬＰＳ処理水の「測定・確認」を実施中。５月～６月に放出予定。 

  Ｂ群：第３回目（通算７回目）放出のＡＬＰＳ処理水をＫ１タンクエリア

から移送中。ＡＬＰＳ処理水の「受入」を実施中。６月～７月に放

出予定。 

  Ｃ群：第１回目（通算５回目）放出のＡＬＰＳ処理水を貯留中。測定のた

めのサンプリングを２月２９日に実施済み（２月２９日確認）。Ａ

ＬＰＳ処理水の「測定・確認」を実施中。４月～５月に放出予定。 

・処理水移送ポンプ及び海水移送ポンプは停止していた。処理水移送ポン

プ、処理水移送配管、海水移送ポンプ、海水配管ヘッダ、緊急遮断弁等を

確認したところ、漏えい等の異常は認められなかった。（写真２） 

 ・ＡＬＰＳ処理水の放出が停止しているため、放水立坑（上流水槽）から放

水立坑（下流水槽）に水は流れていなかった。（写真３） 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/625466.pdf
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/619876.pdf
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（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 

 

 

 

 

（写真１） 

 測定・確認用設備（Ｋ４タンクエリ

ア） 

 

 

（写真２－１） 

 処理水移送ポンプ 

 

処理水移送ポンプ 

Ａ群 Ｂ群 
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（写真２－２） 

処理水移送配管 

 

 

（写真２－３） 

海水配管ヘッダ 

 

 

（写真３） 

 放水立坑（上流水槽、下流水槽） 

  

  

 放出がある時の水の流れ 

 

 

５ プラント関連パラメータ確認 

  各パラメータについて、異常な値は確認されなかった。 

 

処理水移送配管 

海水配管ヘッダ 

上流水槽（奥） 

下流水槽（手前） 


